








要約:静岡県では早期より HBV 母子感染予防に取り組んできた。特に西部地区では浜松医

大がセンターとなり昭和 55 年より治験での予防処置を開始している。昭和 58 年には全県

で実施されるようになり、昭和 59 年の治験実績 85 例は県全体の HBe 抗原陽性妊婦のほぼ

全例を予防処置できたと推定される。このように全県を網羅した母子感染防止の成果が表

われ、平成 8 年度には静岡県の小学 5 年生、6 年生の HBs 抗原陽性率が 0.03%に迄低下し

た。HBV 母子感染予防の制度は平成 7 年度より健康保険の適応となり、さらに平成 9 年度

より市町村の管轄となる。追跡調査を継続するため、日本母性保護産婦人科医会静岡県支

部と協力し、産婦人科施設での HB キャリア妊婦の登録を始める予定である。


